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教室間仕切壁各部詳細標準図

廊下通標準図

建具特記事項標準図
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手洗い標準図
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平面黒板・生徒用ロッカー・掃除具入標準図

手足洗い場　標準図

室名札標準図

学校用便器用手摺等標準図
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駐車ﾗｲﾝ・身障者ﾏｰｸ・身障者用表示板　標準図

集水桝・現場打側溝・点字ﾌﾞﾛｯｸ・ ﾊﾞﾘｶｰ・旗受ﾎﾟｰﾙ　標準図
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LGS　割付平面図　S=1:20
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打込みﾋﾟﾝ ＠ 900

（ﾗﾝﾅｰ固定金物）

LGS　立面図　S=1:30

掲示板

Ｂ

2,700

4,500

ｽﾃﾝﾚｽ折釘(1本)

掲示板

ＥＤ

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50

Ｃ

ｽﾃﾝﾚｽ折釘(2本)

壁 :1時間耐火仕様 ※1

壁:1時間耐火仕様 ※1

敷目板（千鳥） ※2
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ﾗﾝﾅｰ

打込みﾋﾟﾝ ＠900

（ ﾗﾝﾅｰ固定金物）

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

振れ止め

@1,200以内
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,
7
0
0

ﾗﾝﾅｰ

打込みﾋﾟﾝ ＠ 900
（ ﾗﾝﾅｰ固定金物）

※1時間耐火仕様

※2　敷目板

　　　壁1時間耐火仕様に支障のないものとすること。

ランナースペーサータイプは壁高さ3.5ｍまで

敷目板タイプ（触れ止め有）は４ｍまで

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ ｔ=50

ﾗﾜﾝ合板t5.5 ﾍﾞﾙﾌｫｰﾑ貼り

Ａ部詳細図　S=1:5
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壁 :1時間耐火仕様　※1

壁:1時間耐火仕様　※1

※1　壁1時間耐火仕様（下地ｸﾞﾗｽｳｰﾙ）下記同等品以上　継目処理・4周処理共

　　　吉野石膏:B15・W1 敷目板ﾀｲﾌﾟ(ﾀｲｶﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ･ﾀｲﾌﾟZ 15mm 2重張り) 認定番号FP060NP-0175

　　　　　　　:敷目板 ﾀｲｶﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ 12.5mm

　　　ﾁﾖﾀﾞｳｰﾃ:耐火ｳｫｰﾙ15C･G(強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 15mm 2重張り) 認定番号FP060NP-0247

25× 20 ﾗﾜﾝ類  OSCL

24kg/m t=503 24kg/m3

24kg/m3

FL

三角塩ビ押え

C-100× 45×0.8

C-100× 45×0.8 @303

平面黒板　2,700× 900

曲面黒板　中学校　4,500× 1,200

　　　　　小学校　4,500× 900

C-100× 45×0.8

□-100×100×3.2

ﾗﾝﾅｰ　 C-102×40×0.8

C-100× 45×0.8

ﾗﾝﾅｰ　 C-102× 40×0.8

C-100×45×0.8 @303
黒板取り付け位置 2C-75× 45×2.3

C-100× 45×0.8

□-100× 100×3.2

振れ止め　25×10× 1.2

C-102×40×0.8

C-102×40×0.8

25× 10×1.2

ｽﾀｯﾄﾞ 100×45× 0.8

縦 42×42＠ 455、横42× 18＠455（腰壁＠303）
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教室間仕切壁標準図
1:5
1:20
1:30 1-1(1)

公共建築課
一宮市建築部

耐火シール
4周処理

敷目板

令和 ６ 年 ４ 月



ﾍﾞﾙﾌｫｰﾑ貼

ﾗﾜﾝ合板t=5.5 ﾍﾞﾙﾌｫｰﾑ貼

ﾗﾜﾝ合板 t=5.5 ﾍﾞﾙﾌｫｰﾑ貼

ﾍﾞﾙﾌｫｰﾑ貼

LGS　間仕切り　取付断面詳細図 Ｂ部　詳細図 Ｃ部　詳細図

平 面 黒 板

（亜鉛めっき）
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（亜鉛めっき）
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ﾗﾜﾝ合板t=5.5 30

曲 面 黒 板

Ｄ部　詳細図 Ｅ部　詳細図

ﾗﾜﾝ合板 ｔ=5.5 ﾍﾞﾙﾌｫｰﾑ貼

ﾗﾊﾞｰ付

ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾞﾃ下地
既設ﾚﾍﾞﾙとの調整

1FL

ｸﾘｱﾗﾝｽ

42 100 42
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壁 :1時間耐火仕様

壁:1時間耐火仕様

壁:1時間耐火仕様

壁:1時間耐火仕様ｸﾞﾗｽｳｰﾙ ｔ=50
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巾木(出巾木)　

米栂集成材
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掲示板

ｽﾃｨｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

3
6

ｼｰﾙ

8

敷目板（千鳥）

敷目板（千鳥）

敷目板（千鳥）

敷目板（千鳥）

敷目板（千鳥）

ラワン類　t=24 OSCL

ｔ =5.5 SOP

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 PU塗

ﾗﾜﾝ類 OSCL

24kg/m3

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 24kg/m3

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 24kg/m
3

壁 :1時間耐火仕様

ｽﾀｯﾄﾞ

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 24kg/m3

1
8

5
.
5

ﾗﾜﾝ合板 ｔ=5.5 

ｼｰﾙ

8
3
6

＠ 303（腰）
30

4周処理
耐火シール

壁:1時間耐火仕様

ｔ=5.5 SOP

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ ｔ =50 24kg/ｍ3

巾木(出巾木) 米栂集成材t=24 OSCL

t=24 OSCL

ﾗﾜﾝ合板 目透し張

ﾗﾜﾝ合板 目透し張

OSCL

三角塩ビ押え

三角塩ビ押え

三角塩ビ押え

三角塩ビ押え

木下地 ﾀﾃ42×42 ＠455

木下地 ﾖｺ42×18＠455
＠303（腰）

ﾗﾜﾝ類 25× 20 OSCL

ｽﾀｯﾄﾞ 開口補強材　2C-100×45×16×2.3

L-50×50×3.2

ﾗﾜﾝ類 25×20

ﾗﾜﾝ類 25× 20 OSCL

42× 42@450

42×18＠455 ＠303（腰）L-50×50× 3.2

30×91

開口補強材 2C-100×45×16× 2.3

42× 42＠455

42×18＠455（腰＠303）

42×42＠455

42×18＠455

ﾗﾜﾝ類 25× 20 OSCL

□-100× 100×3.2
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教室間仕切壁各部詳細標準図 1:5
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公共建築課
一宮市建築部
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(大梁)　400×700
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ﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6加工

(学校間仕切と同一仕上)
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塩 ﾋﾞ製廻り縁
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※壁1時間耐火仕様　下記同等品以上　継目処理・4周処理共

　　吉野石膏:ﾀｲｶﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ・ﾀｲﾌﾟZ 15.0mm ＋ ﾀｲｶﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ・ﾀｲﾌﾟZ 15.0mm（認定番号FP060NP-0174）

　　ﾁﾖﾀﾞｳｰﾃ：強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 15.0mm ＋ 強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 15.0mm（認定番号FP060NP-0246）

(小梁)　300× 450

塩ﾋﾞ製廻り縁

廊下　S=1:10
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4
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教室 S=1:10

5
0

壁 :1時間耐火仕様　※

軽量鉄骨壁下地100形

壁:1時間耐火仕様　※

耐火シール

40

※出入口部 段差無し

C型ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ　SUS

塩 ﾋﾞ製廻り縁
2
0

SUSｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ

沓摺SUS t=2.0加工

ﾗﾜﾝ類額縁 90×25 OSCL

4090，

90

ﾗﾜﾝ類額縁　90× 20　OSCL

90 30

4
0

6
60

8
00

1
00

5
0

ｽﾁｰﾙ製学校間仕切

(仕様は、建具表参照の事)

ﾗﾜﾝ類幕板　75×19　 SOP

EP-G

PB t15.0 2重張り

(下張り＋継目処理工法)の上

図
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廊 下 通 標 準 図
1:10

1:5 1-2
公共建築課

一宮市建築部
令和 ６ 年 ４ 月



鋼 製 建 具

ﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ･ｽｸﾘｰﾝ

３　記入寸法は､外枠内法寸法とする｡

ｽﾁｰﾙ製学校間仕切

１　上下框は 4枚はぎ合わせとし､竪框は 3枚はぎ合わせとする｡竪框の内吊元は桧使用｡その他は杉材とする｡中骨は見付幅 25mm以上 縦横共 @150とする｡

２　外部枠外回りは､4方ｼｰﾘﾝｸﾞのこと｡

引違い窓 ：引手､戸車､ｸﾚｾﾝﾄ｡

１　枠            ：亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.2 焼付塗装とする｡

４　ﾄﾞｱﾊﾟﾈﾙ       ：化粧鋼板 t=0.5(芯材 ﾍﾟｰﾊﾟｰﾛｰﾙｺｱ)｡

７　付属金物      ：特記なき限り下記に依る｡

※但し戸車の ｽﾍﾟｱｰを  10％ 用意すること｡

１　鋼製建具の鋼板は ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板とする｡

　　但し､W=600以内は堅骨なしとする｡

６　ｼｬｯﾀｰにおいて､ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ式とあるのは､手動ﾌｯｸ巻上げ方式とする｡

７　ﾄﾞｱｰは ､硝子､ﾊﾟﾈﾙ共 ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞのこと｡

５　壁ﾊﾟﾈﾙ        ：特記なき限り 合板ﾌﾗｯｼｭ(芯材 ﾍﾟｰﾊﾟｰﾛｰﾙｺｱ)下地化粧鋼板 t=0.5 両面張りとする｡

３　障子          ：亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=0.8 焼付塗装（各メーカー仕様）とする｡

引違いﾄﾞｱ：正面は､ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締り鎌錠､背面は内蔵2重ｸﾚｾﾝﾄ とする｡引手､戸車｡

木 製 建 具

１　建具寸法は､仕上げ寸法とする｡

２　ﾍﾞﾆﾔは全て 完全耐水合板 T1 とする｡(3mm 2枚合わせ)

３　付属金物は､全て見本品提出の上決定する｡

４　硝子は､全て ｼﾘｺｰﾝｼｰﾘﾝｸﾞのこと｡(ﾋｼﾌﾟﾚｰﾄ共 )

６　建具寸法は参考程度にて､施工寸法は現場にて寸法を取る｡

７　ﾄﾞｱｶﾞﾗﾘは ､ｱﾙﾐ製とする｡

６　硝子          ：特記なき限り ﾗﾝﾏ ﾄｰﾒｲ強化 t=4.0､中窓 強化(透明･型)t=4.0､ﾄﾞｱ覗窓 強化(透明･型)t=4.0 (600× 600)ｶﾞﾗｽ押えｼｰﾙ共｡

５　塗装は､工場にて防錆塗料吹付2回､現場搬入後直ちに､DP 2回塗りのこと｡

２　ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝに  金物を付ける所には､補助桟を取付けること｡(紙巻用 100× 300×29､ﾛｰﾀﾝｸ用  50× 300× 29、手摺用 200× 200× 29)

共　　通　　　新設工事においては､ﾏｽﾀｰｷｰ 3個､ｷｰﾎﾞｯｸｽ 1個付とし､増築工事､改造工事においては､監督員の指示による｡

５　ﾚｰﾙ穴は､@300 両端 1/3以内とする｡(ﾚｰﾙは SUS甲丸ﾚｰﾙ SUS304)

２　引違いﾄﾞｱ下枠 ：SUSﾌﾟﾚｰﾄ t=1.5 車輌落下防止､ｺﾞﾐはき出し用勾配ﾌﾟﾚｰﾄ付とし､内部側 SUSｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ取付とする｡

８　沓摺          ：開きﾄﾞｱのみ SUSﾌﾟﾚｰﾄ t=2.0 加工とし､内部側 SUSｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ取付とする｡

４　取付は､@450以内とし､両端 @100以内とする｡

図
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建 具 特 記 事 項 標 準 図
1-3

公共建築課
一宮市建築部

８　指定ﾒｰｶｰは､一宮市建築部公共建築課 工事標準仕様書（建築工事編） 最新版による｡

９　指定ﾒｰｶｰ      ：一宮市建築部公共建築課 工事標準仕様書（建築工事編） 最新版による｡

片開きﾄﾞｱ：ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締り錠(ｻﾑﾀｰﾝ付)､丁番(3枚吊り)､ﾄﾞｱﾁｪｯｸ､戸当り｡

令和 ６ 年 ４ 月
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22φ  ｽﾃﾝﾚｽ SUS304
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5
0

5
0

F
L
ま

で
 
1
,
70

0

最下把手30
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以

内

※予備錠 1個付｡

※改修の場合既設ﾎﾞﾙﾄを利用する事。

13φ L=250 8箇所 ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ付

特殊FB押え ﾋﾞｽ止め@300以内 ﾋﾞｽ頭ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ (ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材共)

防水層

※市販品でも可｡但し､監督員の承諾を得る事｡

※南京錠取付｡

ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)

SUSﾎﾞﾙﾄ 化粧ﾅｯﾄ

防水層端部ﾓﾙﾀﾙ等にて補修

ｽﾃﾝﾚｽ SUS304 t=1.5（ ｱｰﾑ式もしくはﾀﾞﾝﾊﾟｰ式）

図
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屋 根 改 め 口 標 準 図 1:10
1-4
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(ｶｰﾃﾝ共)

(ﾚｰｽ共)

ｼｰﾘﾝｸﾞ

40 40 30

40

42× 25

100

1
5

ｼｰﾘﾝｸﾞ

3
5

1
5

1
0

42
0

※150

※
15

0

L=3,000

L=2,200

(壁付梁)400×750 (中央梁)400×750

ｶｰﾃﾝBOX 詳細図(一般) ｽｸﾘｰﾝBOX 詳細図 梁型詳細図

ｶｰﾃﾝBOX 詳細図(校長室・更衣室・放送室)

展示用ﾚｰﾙ詳細図

24

1
0

2
46

1
5
0

150

※　図面中 ﾗﾜﾝ類と表示してあるものは､ﾀﾓ集成材としても良い｡

溶接トメ

1531
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ﾓﾙﾀﾙ補修　EP-G塗

専用ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

既設間仕切壁

※仕上げについては現場確認が必要

※図工室は､中型ｱﾙﾐｶｰﾃﾝﾚｰﾙ､ﾗﾝﾅｰ共とする｡

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ　 ﾀｷﾔ㈱ F-1S

ﾌｯｸ　　　ﾀｷﾔ㈱   CAﾌｯｸ 30kg (4個 /m)

ﾊﾝｶﾞｰ　　ﾀｷﾔ㈱   ｾﾌﾃｨNﾊﾝｶﾞｰｾｯﾄAﾀｲﾌﾟ 30kg (4個/m)

※ ﾊﾝｶﾞｰ有無は図示による

化粧PB t=9.5
（ LGS下地共）

化粧PB t=9.5

ﾗﾜﾝ類 t=24 OSCL

既設塗装面 

ﾗﾜﾝ類  t=24 OSCL

ﾗﾜﾝ類  t=24 OSCL

ﾗﾜﾝ類  t=24 OSCL

ｺｰﾅｰｼﾞｮｲﾅｰ

ｶｰﾃﾝBOX・暗幕BOX 幅

レース

ケースメント

ドレープ

レース ＋ ドレープ

ブラインド

ブラインド ＋ レース

暗幕 ＋ ケースメント

暗幕 ＋ ドレープ

150

120

180

Ｗ

塩ﾋﾞ製廻り縁

塩ﾋﾞ製廻り縁

塩ﾋﾞ製廻り縁

(暗幕共)

(ｶｰﾃﾝ共 )

1
00

6 2
0
0

ﾗﾜﾝ類 t=24 OSCL

15
35

ﾗﾜﾝ類
t=24 OSCL

※
5
0

1
0

45×45

木ﾊﾟｯｷﾝ

塩 ﾋﾞ製廻り縁

W

W

ﾗﾜﾝ類  t=24 OSCL

3
5

1
5

32
5

※ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室､理科室は 150とする。

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室

暗幕BOX 詳細図(理科室・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室) 図掛 取付詳細図(理科室・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室)

※ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰｽｸﾘｰﾝ用は 180､ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室は 200とする｡

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室以外

SUS C型ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

SUS C型ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

SUS C型 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(暗幕共)

SUS C型 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

SUS C型 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

塩 ﾋﾞ製廻り縁

EP-G
PB t9.5 継目処理工法

EP-G
PB t9.5 継目処理工法

塩ﾋﾞ製廻り縁

EP-G
PB t9.5 継目処理工法

吊木 42×42 @455

図

番

縮

尺

ｶｰﾃﾝBOX 外 各部詳細標準図 1:10
2-1
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20

1
3
0

1
8

1
0
0

1
3
0

12
2
5

1
0
0

4
.
5

40

60

18300

325

50

18

13
0

300

50

中鴨居

4.5

正 付 型

持 出 型

金物見本品による｡

見本品を提出し､承諾後製作のこと｡

部分の寸法は､現場取付位置により

ﾌﾟﾚｰﾄ t=4.5

A B

B

AA

6φ丸鋼

注:

室名札(ﾗﾜﾝ積層板) t=18

塗装：ｴﾅﾒﾙﾂﾔｹｼ

塗装：ｴﾅﾒﾙﾂﾔｹｼ

室名札(ﾗﾜﾝ積層板) t=18

隅肉溶接

監督員指示の上決定｡

(SOP塗 )

SOP塗

R面取

R面取

SUSﾋﾞｽ止め 6本

SUSﾋﾞｽ止め 3本

図

番

縮

尺

室 名 札 標 準 図 1:3
2-2
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掲示板 掲示板

（中学校 1,200×4,500）　（小学校 900× 4,500）

4,500

ﾁｮｰｸﾎﾞｯｸｽ

金物 上下共 各 6箇所

50

30

32

3
6

32

50
32

4
5

30

小
学

校
 
　

9
0
0

中
学

校
 
1
,
2
0
0

1
,
1
0
0

 
 
9
0
0

F.L

ﾗﾜﾝ類  t=30

ｱﾙﾐ粉受

ｽﾁｰﾙ曲面黒板

4
8

大 140，小 80

大
 
8
0
，

小
 
6
0

※ ﾏｸﾞﾈｯﾄ(40φ  白) 10個付

枠取付金物 上部 小 6箇所

　　　　　 下部 大 2箇所

　　　　 　　　 小 4箇所

ｽﾁｰﾙ黒板取付金物 上部下部共 各 6箇所

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ 10個

19
5

3
0

ﾛｯｶｰ上端材

(鍵掛用)

掲示板 ﾗﾜﾝ合板
T2 t=5.5
ﾍﾞﾙﾌｫｰﾑ張り

10
1
5

100 4,300 100

30

三角塩ﾋﾞ押え7
0

ﾊﾟｯｷﾝ挟込みにて不陸調整

S=1:30

S=1:5 S=1:5

S=1:5

(ﾊﾟｰﾃ-ｼｮﾝの場合は 1本)

(ｽｸﾘｰﾝ用ﾌｯｸ棒掛)

(別途設備工事)

OSCL

ﾗﾜﾝ類  30×30.5 OSCL

木下地 60×60

ｽﾁｰﾙ曲面黒板(耐水ﾗﾜﾝ合板 T2 t=5.5)暗線入り

JIS S 6007(焼付黒板)

ｽﾁｰﾙ t=3 SOP塗装

ｽﾁｰﾙ t=3 SOP塗装

ｽﾁｰﾙ t=大 5､小3 SOP塗装

ｽｲｯﾁBOX取付(照明、放送、扇風機)

SUS折釘 2本

SUS折釘

SUS折釘

SUS折釘

図

番

縮

尺

曲 面 黒 板 標 準 図
1:5

1:30 2-3
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平面黒板・生徒用ﾛｯｶｰ　 S=1:30
1
,
8
0
0

9
0
0

90
0

掲示板

9
0
0

ロッカー

掲示板

掃除具入れ

1人分最小有効Ｗ360以上確保

2,700

※文字書は、学校側と調整し監督員の承諾を受けること。15列3段＝45人分

2 本体・棚板の木口処理は 背面の見え隠れ部を含む木口をﾌﾗｯﾄｴｯｼﾞ加工（塩ﾋﾞｼｰﾄ ﾎｯﾄﾒﾙﾄ練付処理）とすること。

1 本体・扉・棚板は両面ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ20mm厚 Ｆ☆☆☆☆規格適合品、JIS-A5908適合品を使用すること。 

　最上部天板、開き扉の木口は ｾﾌﾃｨーｴｯｼﾞ（塩ﾋﾞｼｰﾄ3ｍｍ厚ﾎｯﾄﾒﾙﾄ接着 ｱｰﾙ加工処理）とすること。

9 ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄは、1教室につき予備品10個用意すること。

8 蝶番はｽﾗｲﾄﾞ蝶番を使用すること。

7 引手・把手は抗菌性の樹脂成型品を使用すること。

6 巾木・台輪は合板下地ﾎﾟﾘ合板貼りを使用すること。

3 裏板はポリ化粧合板 4ｍｍ厚 片面ﾌﾗｯｼｭ加工とし 芯材ﾋﾟｯﾁは450mm以内とすること。

5 開き戸は両面ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ 20mm厚1枚物で制作すること。

平面黒板　上下部取付詳細図　S=1:5

側板 2
0

110ﾟ

ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾈｼﾞ φ4×20

扉
20

仕切板 2
0

110ﾟ

扉

20

6
7

6

2
0

ｲﾝｻｰﾄﾈｼﾞ　M4×18

皿ﾎﾞﾙﾄ　M4×12

引手（樹脂成型品）詳細図

ﾌﾗｯﾄｴｯｼﾞ ｾﾌﾃｨー ｴｯｼﾞ

20

両面ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=20

木口：塩ﾋﾞｼｰﾄ t=0.45　ﾎｯﾄﾒﾙﾄ練付

両面ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=20

木口:塩ﾋﾞｼｰﾄ t=3 ﾎｯﾄﾒﾙﾄ練付ｱｰﾙ加工(3R)

10
0

2
0

9
0
0 7
4
0

2
0

10 490

500

20

本体：両面ﾒﾗﾐﾝ化粧

可動棚：両面ﾒﾗﾐﾝ化粧

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=20

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=20

可動棚

10 490

500

2
0

2
0

23
4

2
0

23
3

2
0

2
33

2
0

10
0

90
0

ｾﾌﾃｨｰｴｯｼﾞ

本体：両面ﾒﾗﾐﾝ化粧

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=20

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=20

棚板：両面ﾒﾗﾐﾝ化粧

固定棚

30 15

H
=
90

0
2
0

米栂 t=30

米栂 30×72ｽﾁｰﾙ平面黒板

掲示板 上部 ﾗﾜﾝ類

木下地

※ﾛｯｶｰ上端 FLより 900

平面黒板取付金物　S=1:5

50

5
0

32

枠取付金物

上部下部共 4箇所

木口形状詳細図

4
0
0

20

10
0

60

3
50

20

1/3 1/3 1/3

1/2 1/2

1
,8

0
0

7
5
0

8
9
0

180

70

20

20

3
0
0

8
0

490

2
02
0

20

通気すきま

本体：両面ﾒﾗﾐﾝ化粧

ﾓｯﾌﾟ倒れ止め：両面ﾒﾗﾐﾝ化粧

棚板：両面ﾒﾗﾐﾝ化粧

水受皿：ｽﾃﾝﾚｽSUS430 t=0.4

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　t=20 

（蝶番側取り付け）
ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=20

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=20

（Sｶﾝ 5箇所）

600

56020 20

扉：両面ﾒﾗﾐﾝ化粧

木口：ｾﾌﾃｨｰｴｯｼﾞ

把手：抗菌性樹脂成型品（舟底型）

ﾊﾟｰﾁｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=20

32

4
8

30

ｽﾁｰﾙ平面黒板

枠取付金物4箇所

ｽﾗｲﾄﾞ蝶番110°詳細図中仕切取り付け 側板取り付け

20

65扉

2 10
12

5
2
0

5

3
095

20

掃除用具入れ詳細図　S=1:20

生徒用ﾛｯｶｰ断面詳細図　S=1:30

30×30.5 OSCL

ｽﾁｰﾙ t=3 SOP塗装

ｽﾁｰﾙ t=3 SOP塗装

（文字書き共）

スチール平面黒板（2,700×900)

4 可動棚の棚受けはSUS製ﾀﾞﾎﾞ φ8を使用し、棚板はﾀﾞﾎﾞ受け加工（ｼｬｸﾘ処理）をすること。

ﾓｯﾌﾟ掛け：SUS巻ﾊﾟｲﾌﾟφ25

ﾌｯｸ：SUS回転ｺｰﾄﾌｯｸ 2ヶ

雑巾掛け：SUS棒φ5 L=300

42×42＠455

図

番

縮

尺

平面黒板・生徒用ロッカー

掃除用具入標準図

1:5
1:20
1:30 2-4
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1,500 1,800 1,500

30

6
0
0

3
0

75
0

30 30

2
00

60× 30

(1,500)

米栂 42×42 @36042× 42 @360

2
00

ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=15 ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=15

手掛穴 100× 30
600

750

600～750 1,800

ﾗﾜﾝ類  45×200

ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ(埋込) 25φ  L=30以上

ﾋﾞｽ止め 4箇所　（ｱｼﾞｬｽﾀｰ付）

30

※仕口：接着剤使用のこと

※塗装：水性2液型ポリウレタン

米栂 60×30 

図

番

縮

尺

踏 台 標 準 図 1:20
2-5

公共建築課
一宮市建築部

令和 ６ 年 ４ 月



1,800

1
00

2
80

2
8
0

2
8
0

28
0

2
8
0

1
,
50

0

仕上面

3
0

1
3
5

280

L-30×30×3

見付 小口のみ SOP

名札差付

350

ﾗﾜﾝ類 t=30

ﾗﾜﾝ類 t=21

ﾗﾜﾝ類 t=24

ﾗﾜﾝ類 t=30

ﾗﾜﾝ類  90×45

木 ﾊﾟｯｷﾝ

特記事項：教師用として使用する場合､扉は上記のものを使用すること｡

 　　　　 又､来賓用の扉は､ｱｸﾘﾙ板  t=5 引手､ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ付にすること｡

　　　　：図面中､ﾗﾜﾝ類 t=24､t=21と表示してあるものは､ﾗﾝﾊﾞｰｺｱ t=24､t=21としても良い｡

　　　　：外部 SOP､内部 OS塗りとする｡

ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ 引手

ﾗﾜﾝ合板 T1 t=5.5

ﾗﾜﾝ合板ﾌﾗｯｼｭ戸  t=24

L-30×30×3
転倒防止

図

番

縮

尺

来 賓 用 下 足 入 標 準 図 1:20
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24 861 30 861 24

1,800

10
0

2
50

2
50

2
50

2
5
0

2
5
0

2
5
0

1
,6

0
0

300

L-30×30× 3

ﾗﾜﾝ類 t=24

ﾗﾜﾝ類 t=21

ﾗﾜﾝ類 30× 45 ﾗﾜﾝ類  t=24

ﾗﾜﾝ類  100× 24

木 ﾊﾟｯｷﾝ

※塗装：内装のみ OS､その他は SOP塗りとする｡

FB-30×3 L=150 ﾋﾞｽ止め SOP

ﾗﾜﾝ類  30× 45

ﾗﾜﾝ類 t=24

ﾗﾜﾝ合板 T1 t=5.5

ﾗﾜﾝ合板 T1 t=5.5

※図面中 ﾗﾜﾝ類 t=24､t=21と表示してあるものは､ﾗﾝﾊﾞｰｺｱ t=24､t=21としても良い｡

L-30× 30× 3
転倒防止

図

番

縮

尺

生 徒 用 下 足 入 標 準 図 1:20
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500

5
0
0

5
0
0

1
0
0

35
0

3
50

35
0

1
0
0

1
0
0

750 1,000 800

5
0
0

7
0
0

5
0
0

断　面

700

1
,
10

0

57×57 SOP

L-30×30× 3 L-30× 30×3

57× 57 SOP

L-30×30×3

57×57 SOP 57×57 SOP

新設固定型 L800× W500× H1,300新設固定型 L750× W500× H1,100

平　面

※特記なき限り材質は米栂とする｡

t=5.5 SOP

t=5.5 SOP

3
5
0

1,
5
0
0

新設固定型 L1,000× W700×H1,500

ﾔｶﾝ置台 ﾊﾟﾝ置台 ﾐﾙｸ置台

ﾗﾜﾝ合板 T1

ﾗﾜﾝ合板 T1

集成材 t=21 SOP

57×57 SOP

※背板 ﾗﾜﾝ合板 T1 t=5.5 SOPは ､壁付部分のみ張ること｡

※全てSOP 3回塗り。

3
50

57× 57 SOP

35
0

3
5
0

500

t=5.5 SOP
ﾗﾜﾝ合板 T1

3
5
0

1,
5
0
0

ﾗﾝﾊﾞｰｺｱ t=21 
SOP

全段SUS t=0.3巻き込み 全段SUS t=0.3巻き込み 全段SUS t=0.3巻き込み

※各台が連続して置かれる場合には､監督員の承諾を得て部分的に柱を省略することができる｡

L-30×30×3
転倒防止

L-30× 30×3
転倒防止

L-30× 30×3
転倒防止

SUSt=0.3巻き込み SUSt=0.3巻き込み SUSt=0.3巻き込み

集成材 t=21 SOP

100× 57 SOP 100× 57 SOP 100×57 SOP

100×62 SOP 100× 62 SOP 100× 62 SOP

図

番

縮

尺

ﾐﾙｸ・ﾊﾟﾝ・ﾔｶﾝ置台標準図 1:20
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600

7
1
0

1
50

32
0

1
,
18

0

250 300

550

50

7
1
0

1
50

32
0

1
,
18

0

250

550

小便器床及び面台詳細図（乾式）　S=1:15

3
0

65

30.5 50.5

木下地はさみ、天端調節

LGS 65

LGS 65@300

ﾗﾝﾅｰ下側からﾋﾞｽ止め

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁にﾋﾞｽ止め

　　　小口蓋付

36120

壁:化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6
（耐水PB t=12.5下地）

GL工法

面台：SUS t=1.5　曲げ加工　HL

汚垂石 W=600
（ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ･ﾌﾛｱPU／TOTO 同等品以上）

LGS 65

600

10

ＦＬ
▽

小便器

1,
3
0
0

図

番

縮

尺

学校用便器用手摺等標準図
1:15
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　　　　　ﾉﾝﾜｯｸｽ仕上
ﾋﾞﾆﾙ床シート t=2.0張り

（設備工事）

（耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5+耐水構造用合板t12下地）

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt10程度

小便器用手摺　S=1:20

大便器用手摺　S=1:20

■特記事項

　　新設RC･CB壁の場合は､壁筋に溶接の上、手摺設置

・和便器手摺位置は和便器先端から150mm程度とする。

・手摺の根元には､SUS化粧丸座を取付けること。

・手摺の根元は､全て ｼｰﾘﾝｸﾞ充填のこと｡

　　手摺設置

　　RC直張り(GL工法)の場合は、あと施工ｱﾝｶｰ周囲ﾓﾙﾀﾙ詰めの上、

　　手摺設置

　　LGS壁の場合は、構造用合板(t12.0)等による下地補強の上、

・各手摺は、手摺ﾒｰｶｰ取付仕様もしくは、下記により設置すること。

・手摺寸法は参考とし、衛生陶器・ｽｲｯﾁ・ ｾﾝｻｰ等の

・手摺は､TOTO T112CL9同等品とする｡

　取付位置を確認の上、監督員と協議により決定する。

2
5
0

200～300

20
0～

2
5
0

L型 TOTO T112CL9同等品

▼便座面

・洋便器芯は、手摺芯から

　水平距離350㎜程度とする。

ｼｰﾘﾝｸﾞ箇所を示す

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 目透かし張 目地ｼｰﾘﾝｸﾞSR-1
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地流し
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T14A-50 T14A-50 CSNAM-50(目皿付)
共栓付(ﾁｪｰﾝ付)

新設手洗い：手洗い流し内外共 ｽﾃﾝﾚｽ SUS304 t=1.0加工

手洗い平面図
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60 450 50 発泡ｳﾚﾀﾝ充填

ﾊﾞｻﾓﾙﾀﾙ

ﾊﾞﾌ研磨仕上
ｴﾌﾟﾛﾝ：SUS304 t=1.0加工

裏面 発泡ｳﾚﾀﾝ充填

ﾓﾙﾀﾙ補修
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,
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50
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00
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※ [ ]内寸法は､小学校に適用する｡

　流し廻り ｼｰﾘﾝｸﾞのこと｡

※[ ]内寸法は､小学校に適用する｡

　流し廻り ｼｰﾘﾝｸﾞのこと｡
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ﾊﾞｻﾓﾙﾀﾙ

発泡ｳﾚﾀﾝ充填

620

ﾊﾞﾌ研磨仕上
ｴﾌﾟﾛﾝ：SUS304 t=1.0加工

裏面 発泡ｳﾚﾀﾝ充填

ﾓﾙﾀﾙ補修
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【
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910

700 20

ﾊﾟｯｷﾝ

ﾊﾞｻﾓﾙﾀﾙ

2060

@600 SOP 

ｽﾃﾝﾚｽ SUS304 t=1.0

3
5

25
0

2F以上の手洗い断面図 1F地流し断面図 地流し断面図

面台：SUS304 t=1.5加工
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桧 18×100 SUSﾋﾞｽ止め @600 SOP
折釘(SUS)手洗い蛇口の数だけ

桧 18×100 SUSﾋﾞｽ止め 

折釘(SUS)手洗い蛇口の数だけ

廊下 FL

桧 18×100 SUSﾋﾞｽ止め @600 SOP
折釘(SUS)手洗い蛇口の数だけ

廊下 FL 配管位置を調整のこと
別途設備工事と

廊下 FL

別途設備工事と
配管位置を調整のこと

　　　　　　ﾊﾞﾌ研磨仕上(裏面 発砲ｳﾚﾀﾝ充填)

発泡ｳﾚﾀﾝ充填

図
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縮

尺

手 洗 い 標 準 図 1：30
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6,220
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3
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1
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100 50

ﾓﾙﾀﾙｺﾃﾐｶﾞｷ

H-150× 75×5× 7

L-25×25× 3
100 50

498

ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-2

側溝

手洗い足洗い

ﾌﾟﾚｰﾄ t=6

ﾌﾟﾚｰﾄ t=3

H-175× 90×5×8

B

A

ｽﾃﾝﾚｽ SUS304

ｽﾁｰﾙ製受枠 L-29.5×58.5×4.5

(ﾒｰｶｰ仕様)

(細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ)

ｸｻﾘ付

注：( )寸法は､中学校用とする｡

　：土間配筋は､縦横共 D10-@200 とする｡

B部 断面図

A部 断面図

 　　　　　　　 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ18N/mm2
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1501,000450
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(
45
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70
0
(7
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水下

水上

162×120×120

手足洗い桝接続まで建築工事とする。

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ 250× 250× 12

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 13φ  L=600

縦横共 3-D10

ﾓﾙﾀﾙｺﾃﾐｶﾞｷ

ﾌﾞﾚｰｽ 16φ

H-150× 75×5× 7

H-175×90×5×8

150

端部 D13

3
0
0

支持金具付(市販品)

断 面 詳 細 図

ﾌﾟﾚｰﾄ t=6 2-M16 HTB

ﾌﾟﾚｰﾄ t=6 4-M16 HTB
ﾌﾟﾚｰﾄ t=6 4-M16 HTB

ﾌﾟﾚｰﾄ t=6ﾌﾟﾚｰﾄ t=6 2-M16 HTB

4-D13(HOOP D10-@200)

50

5
0

縦横共 D10-@250

GL

補強材(両妻共)
600

89.1φ×4.2

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

軒先ﾌﾚｰﾑ

緊結ﾎﾞﾙﾄ 7.5φ -@900

400□

700□

L-50× 50×4

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

6
0
0

2
,8

4
0

60
0

23
0

平 面･屋 根 伏 図

L=1,200 DP

150360

軒樋 硬質ｶﾗｰ塩化ﾋﾞﾆｰﾙ

ﾌﾞﾚｰｽ 16φ ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ(JIS A5540)付

補強材 L-50× 50×4 DP

竪樋 ｶﾗｰVP75φ  掴み金物共

　：鉄部は､錆止め 1回 DP(3級)塗りとする｡

根元 BPL+400迄  防蝕ﾃｰﾌﾟ巻き

　：柱はSTK材、梁はSS材、ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄは SN材使用のこと。

SUS吊ﾎﾞﾙﾄ 9φ -@600

SUSﾌﾟﾚｰﾄ t=3

ｶﾗｰ亜鉛折板 H=170 t=1.0

　：ｺﾝｸﾘｰﾄ強度　基礎（24＋ SN/mm2）、土間 （24N/mm2）
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再生砕石(RC-40)
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SUS304 t=2.0 HL

SUS304 HL

SUS304 HL

□ -32×32×1.5

SUS304 HL

□ -25.4× 25.4×1.2

□ -41×41×1.5

600

(ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ張り 青地に白ﾏｰｸ)
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捨 ｺﾝｸﾘｰﾄ

350

小口蓋

SUS304 t=2.0

400

　両面仕様は、図面特記に依る。
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150

1,400 2,100

3,500 2,500 2,500

身障者用表示板

溶融式 t=1.5

番号文字書き

300×300 溶融式　t=1.5

接着剤併用

600

1
2
0

2
00

反射 ﾚﾝｽﾞ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

11φ

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

1,
1
00

駐車ﾗｲﾝ(単線・2本線・身障者ﾏｰｸ)  S=1:50

身障者用表示板　S=1:20

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ詳細図　S=1:20

※ｺﾝｸﾘｰﾄ強度は、Fc=24N/mm2とする。

ｺﾝｸﾘｰﾄ 24N／ mm2

SUSﾋﾞｽ止め

　ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎の天端には水勾配を設けること。

図

番

縮

尺

駐車ﾗｲﾝ・身障者ﾏｰｸ

身障者用表示板 標準図

1:50
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無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填

(ｼｰﾘﾝｸﾞ共 )

ｺｱ部分 無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填
(ｼｰﾘﾝｸﾞ共 )

ｺﾝｸﾘｰﾄ金 ｺﾃ

再生砕石(RC-40)
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（　）寸法は、呼び名Ｂとする。

呼び名Ａ：１２０×１２０×６００

呼び名Ｂ：１５０×１５０×６００
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再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40

空練りﾓﾙﾀﾙ 1:3

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板

透水性ｺﾝｸﾘｰﾄ平板

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

透水性ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

ブ
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ク
系
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舗
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t=50（透水性）　　区分Ⅱ

t=30　　　　　　　区分Ⅰ

t=30（透水性）　　区分Ⅰ

t=50　　　　　　　区分Ⅱ

区分Ⅰ

区分Ⅱ

歩道、自転車道。

歩行者、自転車の交通に供する

歩行者や自転車以外に、最大積載量４ｔ

以下の管理用車両や限定された一般車両の

通行する歩行車系道路（駐車場等）
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ｺﾝｸﾘｰﾄ強度は、24N／mm2とする。

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度は、24N／mm2とする。

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40
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（敷地境界線沿いでない場合）
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再生 ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度は、24N／mm2とする。

ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き

ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き
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ﾌﾞﾛｯｸ系舗装･ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装
1:20

4-2ｱｽﾌｧﾙﾄ系舗装･縁石･側溝 標準図
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ｺﾝｸﾘｰﾄ強度は、24N／mm2とする。
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※旗竿㈱ｻﾝﾎﾟｰﾙ FH-8 FH-10程度  旗 900×1,300共。

集水桝 Ｇ－３

ﾀﾃ､ﾖｺ共 D10@200

モルタル充填

600

主筋　8-D16

ﾌｰﾌﾟ　 D10@200

柱廻りｼｰﾘﾝｸﾞ
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直進型
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点字用ﾌﾞﾛｯｸ
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ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　RC-40

※ JIS規格品とする。

現場打側溝 Ｇ－２ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞﾘｶｰＦ－３

Ｇ－１障害者用点字ﾌﾞﾛｯｸ
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下側 ﾊﾟｲﾌﾟPE管114φ

76.3φ xt2.0　ＨＬ

400ﾛ

300ﾛ

ﾁｪｰﾝ(引込式)

RC-40
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ﾜﾝﾀｯﾁ錠 KS-11Sは南京錠付

支柱 SUS304

（注）１．ｽﾗｲﾄﾞ式単独使用箇所は　帝金KS-11S 同等品

４．固定式は、帝金KS11S-SD同等品

２．ｽﾗｲﾄﾞ式 ｸｻﾘ内蔵型は　帝金KS-11CS 同等品

３．ｽﾗｲﾄﾞ式 ｸｻﾘ内蔵型端部は　帝金KS-11CTS 同等品
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※基礎については、メーカー推奨を優先とする。
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ﾊﾞﾘｶｰ･旗受ﾎﾟｰﾙ 標準図
1:30
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公共建築課
一宮市建築部
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土留擁壁参考図(申請地と隣地との高低差(H1)が1mをこえる場合）

※一宮市開発許可技術基準対応

※構造は現場打鉄筋コンクリート擁壁または既製コンクリート擁壁とする。 

※現場打鉄筋コンクリート擁壁の場合は構造計算による安全性の確認、又は名古屋市認定擁壁基準のいずれかを満たすものとする。 

※既製コンクリート擁壁の場合は構造計算による安全性の確認、又は大臣認定擁壁基準のいずれかを満たすものとする。 

▽
SGL

水抜き穴

▽
GL

φ75以上

裏込め

H2
H
1

H

※擁壁の根入れ深さ(Ｈ２)は壁高(Ｈ)の0.15倍以上、かつ35㎝以上を目安とする。ただし、構造計算による安全性の確認ができるものは、この限りでない。 

※裏込め、水抜きは、径75ｍｍ以上とし３㎡以内に１箇所以上設けるものとする。 

※申請地と隣地との高低差(Ｈ１)が１ｍ以下の場合についても、擁壁の安全性は確認すること。 

※高さが2ｍをこえる擁壁(建築基準法施行令第138条)の場合は、建築基準法の規定を準用する。 

※隣接して、水路構造物等がある場合は根入れ深さは、一宮市開発許可技術基準による。


